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    ※12／６ 現在 

▲今年、収穫したさつま芋です ▲試食したスタッも、この顔です 

▲腹ごなしは、焼き芋体操 

▲さつま芋についてのクイズにトライ 

▲お芋の大きさを測定 ▲ビックサイズの収穫に、笑顔が覗きました 

▲患者さまのご協力で、先輩から実践指導を受けました ▲お楽しみの職員食堂で二人前をペロリ 

認知症の人に対しての理解を深めていただく事を目的とし、日本全国 

にタスキをつなぐイベント“RUN伴”が八街市でも開催されました。 

当院からもスタッフ数名が参加をし、元気いっぱいにイベントを盛り 

上げることができました。“認知症疑似体験”にも参加をさせていた 

だき、認知症についての理解を深めることができました。今回の体験を 

活かし、少しでも多くの人にタスキが届くよう私たちも努めて参ります。 

▲ヘッドマウントディスプレイを使用した 
      認知症疑似体験 

今回の“芋掘り大会”は、患者さまの自立支援の一環として行い 

ました。台風15号がもたらした被害により、当院で植えた芋の 

出来は今一つでした。なかなか顔を出さない芋掘りは宝探しのよ 

うでしたが、慣れた手つきで根気よく芋を掘り当てると、患者さ 

まの顔にも笑顔が覗き楽しんでいただけたようでした。 

やったね！ 

▲慣れた手つきで芋掘り ▲大きな芋にご満悦 

収穫した芋は、調理師によって美味しい焼き芋にして、患者さまに 

振る舞うことができました。芋が焼き上がるまでの時間を利用し、 

スタッフオリジナルの“焼き芋体操”やクイズを楽しんでいただき 

ました。今年の芋の出来は小ぶりでしたが、患者さまは『甘いね！』 

とご満悦な様子でした。一緒に試食をしたスタッフも満足気でした。 

当院でのインターシップに参加した高校生は、野球部に所属する中で“スポーツトレーナー”の必要

性を感じていました。そのため、2日間に亘るリハビリテーション科での実習を行いました。 

実習は、先輩スタッフの指導の基、患者さまのご理解もあって無事に終えることができました。終始

緊張が解れない様子でしたが、シェフが腕を振るった昼食二人前にようやく笑顔が見れました。 

こうするんだよ 

はぁ～い 

宝探しのような“芋掘り大会”となりました 

イ ン タ ー ン シ ッ プ は 高 校 球 児 

▲大人から子どもまで参加し、元気にタスキをつなぎました 

▲元気なスタッフが参加しました 

えぇ～・・・ 

▲宝探しのような芋掘り大会 

ないね！ 
  どこかな・・？ 


